
　１９８７（昭和�）年に「好きです北谷の
海」をキャッチフレーズに「第１回シー
ポートちゃたんカーニバル」を開催し、
今回で�回目を迎えます。海を活用した
ユニークな手作りイベントとして注目を
集め、沖縄県を代表するイベントとして
成長・発展を遂げてまいりました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症拡
大の影響を受け、昨年、一昨年の第�回
および第�回シーポートちゃたんカーニ
バルは、感染症拡大防止の観点から中止
せざるを得ない状況となりました。
　今年度においても、新型コロナウイル
スに対する十分な対策を講じても感染症
拡大の懸念を払拭することは困難であ
り、例年通りのシーポートちゃたんカー
ニバルを開催するには厳しい状況でござ
います。
　そこで、シーポートちゃたんカーニバ
ルの代替として、町民をはじめ地元企業
・事業者等の皆さまに元気を与え、穏や
かな日常を取り戻すとともに、長期化す
るコロナ禍を収束する願いや日々感染拡
大防止に努めている全ての方々への感謝
の思いを込めて、７月�日から９月�日
まで（毎週金曜日、計�回）の期間中に
おいて、打ち上げ花火を開催いたします。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、より多くの皆さまが北谷町の
さまざまな場所から打ち上げ花火を観覧
することで、北谷の夏の風物詩「シーポ
ート」を満喫していただきますよう心よ
りお願い申し上げます。
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